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377　　　 RF 波 誘 電加 温装 置 に よ る温 熱療 法

一
婦 人 科 用 ア プ リ ケ ータ の 加 温特 性 と 臨 床 的検

討
一

378　　 　 ア ミ ノ 酸 イ ン バ ラ ン ス 療 法 の 併用 に ょ

る卵巣癌化学療法効果増 強 の 試 み
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〔目的〕 悪 性腫 瘍 の 集 学 的 治療 の
一

環 と して ， 当

科 で は 昭和 52年 よ り温熱 療 法 を開始 し，現在 ま で

に 134 例に 施行 し て き た 。 今回 表在 性腫瘍用 の RF

波 加温装 置 を 開発 し，そ の 加 温 特 性 と 臨 床効果 に

つ い て 従来 の 機 種 と比較 検 討 した 。

〔方法〕装置は 13．56・MHz 　 RF 誘電型 で ，最 初に 動

物 実験 に よ る 加 温特性 の 測 定 を行 っ た 。 臨床 で の

加温 は 腫瘍内温度 43℃ ， 治療時間 1 時間で 週 2 回

施 行 した。使 用 ア プ リケ
ー

タ は 各症 例 の 疾 患 部位

と大 き さ に 応 じ，製 作 した 各種 形状 の な かか ら最

適 の もの を選 択 し た 。 臨床対象 は 子 宮頸 癌 6 例 ，

外 陰癌 6 例，腟 癌 7 例，そ の 他 8 例 の 計 27例 で ，

併用治 療 は 放 射線 療 法 21例 ，化 学療 法 1 例，放射

線 及 び化 学療 法 の 同 時併 用 が 5 例 で あ っ た 。

〔成績〕 機器 の 加 温 特性 ： 加温 深度 は ，ア プ リケ

ータ の ボ ーラ ス に 冷 却 水を 還流 して 表 面 か ら最 深

50・mm ま で 可能で あ り ， さ ら に 腫 瘍 の 深度 に 応 じ て

冷却 水 の 温度 と流量 と を変化 さ せ る こ と に よ り調

節 しえ た 。 ま た加温 面 積 は ア プ リケ
ー

タ の 大 き さ

で 調 整 し腫 瘍 の 拡が りに 対 応 可能 で ，従 来 の マ イ

ク ロ 波加温装置の 加温深 度 8mm よ りも広範 囲 の 加

温 が可 能 で あ っ た 。 　臨床効 果 ： 27例 中 22例（8L5

％）に PR 以 上 の 治療 効 果 が 得 られ ，ま た 治 療 の 中

断 と な る ほ ど の 副作用 は認 め られず ，従 来の RF 輪

状 配 列放 射型 加 温装 置 に み られ た 高体 温 に よ る 全

身へ の 影 響 は皆無 で あ っ た 。

〔結論〕 当科 で 新 た に 開発 し た ア プ リケ ータ を 用

い る ユ3．56MHz 　RF 誘 電 加温 装 置 は ，従来 の 機 種 に

比 して 婦人科 領 域 で の 大部 分 の 表 在性腫瘍 に 十 分

な 加 温 特 性 を 有 し，臨 床 効 果 も 同 等 以 上 で あ っ た。

さ らに 副 作用 も少な く，婦 人 科領 域 で の そ の 有 用

性 が 示 唆 さ れ た 。

【目 的 】CDDP 導 入 後 ，種 々 な 集学 的 治療 に よ り卵

巣癌化 学療 法は進 歩 したが，CDDP 耐性癌の 化学療

法 は困難で あ る。私達 は ア ミ ノ 酸代 謝異常療法（AII［）

下で の 化学 療 法効 果増 強 の 可能性を検討 した。

【方法 】対象は 1986年4月か ら 2年間 に 治 療 した附属

器 癌 20症例 （1期 8 例，H 期 4 例，皿期 6 例，再 発 2

例 ）で あ る。手術後 4 週間 よ り水以外 の 経 口 摂 取 を

禁 じた 完 全絶 食非経 口 栄養下 で ，
メ チ オ ニ ン 欠 除 ア

ミノ 酸輸液 を 用 い た AIT （ア ミ ノ 酸 48g ， 脂質 22．4g，

糖 260．8g ， 総 カ ロ リー1880　CaD を 2週聞行な っ た 。

通常 の 半量 に 減量 した CAP 療法 （Cyclophosphamide

25　Omy／rf ， Doxo 　rubicin 　25mg／hr，　CDDP 　25mgfrf）を AIT

に 併用 し，AIT 前 中後 の 血液 生化 学変 化 ，抗 腫瘍 効果

に っ い て 検討 した 。 　【成績】体重 ， 肝
・腎機能 は有

意 な変化を示さず，白血球数 も Grade　3 以 上 の 副作

用 は 無 か っ た 。 血 漿必須 ア ミ ノ 酸値 （μmo1 ／dの， メ チ

オ ニ ン 値 （μmol ／
tdt

）は ， AITO 日 （開 始直前）98± 27，

2．1± 1．3，AIT 　7日 120 ± 23 ， 0．59 土 0．36，AIT 　14日（終

了直前 ）ユ10± 29，1．9± 1．7，AIT 後 7 日 95± 36，4．3

±　6．5 とAIT 　7日 で 必 須 ア ミノ 酸 は有 意 に 増 加 し，逆

に メ チ オ ニ ン は有意 に 減 少 した。メ チ オ ニ ン の 最低値

か ら の 反騰増加比 は ，1 期の 完 全手 術例 2．6 ± 1．9

（n ＝6 ）に 比 較 し，試験開腹例 や 肉眼 的遺残例 で は

8．1± 6．9（n ＝9 ）と有 意 に 高 く，しか もAIT 前後 3 週

間 の 血 清 CA125 値 の 減少率は 前値 の 53％ に 達 した 。

AIT 前 後 で 腫瘍 を計 測 しえた 8例 中，4例 の MR を

認 め た 。

【結論 】 AIT は CAP ％量投与 で も充分 な 抗 腫 瘍効

果 を示 し ， 有意 な 臓 器副作用 の 発現 も認 め な か っ

た。AIT に よ る メ チ オ ニ ン の 反 騰増 加 は 腫 瘍崩壊 ，

壊死 の 結果 と考 え られ ，血清 CA 　125値 の 著明な 低

下 や 抗腫 瘍効 果 の 発現 も認 め ら れ た。
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